
近
年
、
わ
が
国
に
お
け
る
原
始
佛
教
の
研
究
は
い
ち
じ
る
し
い
発
展
を

遂
げ
、
多
く
の
成
果
が
相
次
い
で
世
に
出
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
学
界
の

た
め
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
伝
統

的
研
究
課
題
と
さ
れ
る
原
始
佛
教
の
教
理
面
で
の
研
究
は
も
と
よ
り
、
資

料
面
で
の
原
始
佛
教
聖
典
の
体
系
づ
け
と
い
う
聖
典
史
研
究
、
そ
し
て
原

始
佛
教
の
教
団
史
研
究
や
佛
教
興
起
の
社
会
的
背
景
の
研
究
、
と
い
う
言

わ
ば
文
化
史
的
な
研
究
に
ま
で
多
角
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
多
岐
に
亘
る
問
題
提
起
と
そ
れ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
重
要
な
意
義
と
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
何
れ
が
主

で
何
れ
が
従
と
い
う
如
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
「
原

始
佛
教
」
も
し
く
は
「
初
期
佛
教
」
を
学
問
対
象
と
し
て
取
扱
お
う
と
す

る
場
合
、
そ
の
何
れ
も
が
不
可
避
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
起
因
す

る
。
い
な
む
し
ろ
、
今
日
の
隣
接
諸
科
学
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
多

く
の
研
究
課
題
が
原
始
佛
教
研
究
に
加
え
ら
れ
て
し
か
る
手
へ
き
で
あ
っ
て
、

１
１
１

書
評
・
紹
介

１
１
宮
坂
宥
勝
著

「
佛
教
の
起
源
」

雲
井
昭
善

上
述
の
研
究
テ
ー
マ
を
以
て
終
れ
り
と
い
う
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
何

故
な
ら
、
現
存
の
原
始
佛
教
研
究
資
料
に
徴
し
て
も
、
な
お
多
く
の
問
題

提
起
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
要
因
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

し
か
し
卒
直
に
言
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
原
始
佛
教
研
究
は
、
伝
統
的

に
教
理
面
の
研
究
に
そ
の
多
く
が
費
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

そ
の
こ
と
は
、
「
佛
教
」
を
教
義
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
中
心

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
恒
ヅ
・
〈
に
お
け
る
原
始
佛

教
研
究
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
答
え
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
先

人
・
学
人
の
諸
業
績
も
、
そ
れ
の
延
長
線
上
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
佛
教
学
の
伝
統
ｌ
パ

ー
リ
聖
典
の
研
究
ｌ
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
研
究
方
法
に
対
し
て
、
近
年
、
原
始
佛
教
、
初
期
佛
教
を
広

く
社
会
文
化
史
的
な
観
点
か
ら
把
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
は
、
夙

に
早
く
Ｔ
・
Ｗ
・
リ
ス
・
デ
ヴ
ィ
ヅ
ヅ
（
酎
謹
昌
言
ご
胃
へ
冒
）
や
Ｒ
・
フ
ィ

ッ
ク
（
口
蔚
８
亀
皇
、
国
号
烏
貢
ミ
億
一
ミ
雪
さ
皇
房
昌
も
言
琶
冒
ｓ
ｍ
ご
“
重

蜀
軍
ヘ
ミ
言
一
“
園
§
）
の
著
書
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
わ
が
国
で
も
そ
の
方
面
の

論
及
が
よ
う
や
く
原
始
佛
教
の
研
究
史
を
飾
る
に
至
っ
た
が
、
未
だ
体
系

的
な
研
究
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
近
年
、
中
村
元
博
士
に
よ
っ

て
こ
の
方
面
に
関
す
る
輝
か
し
い
成
果
ｌ
特
に
「
イ
ン
ド
古
代
史
』
上
、

（
中
村
元
選
集
５
昭
和
三
八
、
春
秋
社
）
「
宗
教
と
社
会
倫
理
』
（
昭
和
三

四
、
岩
波
書
店
）
ｌ
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
、
原
始
佛
教
研
究
は
新
し
い

段
階
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
佛
教
興
起
の
時
代
に
関
す
る
文
化
史
的
研
究

■
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に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
た
の
が
、
，
．
Ｄ
・
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
著
「
イ
ン

ド
史
研
究
序
説
』
（
壁
琶
冒
零
○
号
§
号
惠
ご
碁
偽
艶
胃
曾
旦
冒
畠
ミ
ー

国
急
。
こ
》
国
○
日
ｇ
顎
ご
鯉
）
お
よ
び
そ
の
改
訂
版
「
古
代
イ
ン
ド
の
文

化
と
文
明
」
（
目
、
。
ミ
ミ
番
急
員
Ｑ
昌
房
§
§
旦
笙
ミ
詩
員
冒
暑
ａ

言
曽
旦
○
ミ
ミ
○
ミ
患
ミ
』
Ｆ
ｏ
且
○
口
、
岳
忠
．
山
崎
利
男
訳
『
イ
ン
ド
古

代
史
」
昭
和
四
一
、
岩
波
書
店
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
害
の
基
調
と
な
る
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
よ
り
す
る
論
及
は
、
原
始
佛
教
研
究
史
に
新
し
い
視

点
を
提
供
し
た
。
そ
の
論
旨
は
多
く
の
示
唆
に
富
み
、
佛
教
興
起
の
イ
ン

ド
の
社
会
的
背
景
を
よ
り
客
観
的
に
、
極
め
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
浮
彫
に

し
た
。
一
方
、
ｗ
・
ル
ー
尋
ヘ
ン
（
の
鴎
、
ミ
３
詩
号
電
冒
昌
胃
富
惠
迫
昌
Ｃ
‐

②
ゼ
ミ
恥
》
団
①
旦
旨
》
岳
豊
）
や
Ｄ
・
チ
ャ
ッ
ト
ー
パ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
（
侶
○
訂
‐

曽
旨
、
建
尊
震
暑
雪
煙
慧
畠
ミ
曽
畠
急
霊
ミ
ミ
ミ
ミ
爵
一
室
、
ｚ
ｏ
言
ロ
。
旨
》

ご
ｇ
）
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
国
家
と
種
族
、
唯
物
史
観
に
立
つ
論
及
は
、

わ
れ
わ
れ
に
新
た
な
る
関
心
を
喚
起
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
「
原
始
佛
教
」
と
い
う
よ
り
は
「
初
期
佛
教
」
の
研
究
に

と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
新
鮮
味
の
溢
れ
た
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
回
、
宮
坂
宥
勝
博
士
の
「
佛
教
の
起
源
」
と

い
う
大
著
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
界
の
進
展
に
碑
益
す
る
と
こ
ろ
ま

こ
と
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
著
者
が
か
っ
て
「
種
族
社
会
と
佛
教
の
起

源
」
（
「
密
教
文
化
』
第
五
六
、
六
一
’
六
三
巻
）
の
論
文
に
お
い
て
、

「
佛
教
成
立
の
根
源
的
基
盤
は
種
族
社
会
に
あ
る
」
と
論
及
し
た
。
そ
の

際
、
「
ゴ
ー
タ
マ
の
舎
利
八
分
の
と
き
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
集
ま
っ
た
の
は

ア
リ
ァ
ン
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
種
族
た
ち
で
、
こ
れ
ら
種
族
社
会
こ
そ
佛

教
の
真
の
母
胎
で
あ
り
、
非
ア
リ
ア
ン
的
、
反
需
ハ
ラ
モ
ン
的
な
氏
族
宗
教

本
書
を
貫
く
も
の
は
種
族
社
会
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
を
解

明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
佛
教
の
起
源
」
を
種
族
社
会
に
求
め
よ
う
と
し

、
、
、
、

た
。
著
者
が
そ
の
あ
と
が
き
（
四
八
一
頁
）
で
、
従
来
、
「
わ
が
国
の
学

界
で
は
ほ
と
ん
ど
取
挙
げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
教
の
種
族
的
起
源
の
問

題
に
着
目
」
し
た
と
述
、
へ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
意
味
で
は
問
題
提
起
と

そ
の
論
及
は
画
期
的
と
言
っ
て
よ
い
。
序
説
「
佛
教
與
起
時
代
の
種
族
社

会
」
に
は
じ
ま
っ
て
、
第
一
章
「
種
族
社
会
の
遺
制
」
第
二
章
「
残
存
種

族
」
第
三
章
「
種
族
社
会
と
佛
教
の
起
源
」
へ
と
つ
づ
く
前
半
の
構
成
は
、

ま
さ
に
本
書
の
骨
子
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
後
半
の
第
四
章
「
古
代
イ
ン

ド
文
化
と
初
期
佛
教
の
成
立
」
第
五
章
「
初
期
佛
教
と
密
教
の
発
祥
」
及

び
第
六
章
「
初
期
佛
教
の
文
化
史
的
考
察
」
へ
と
つ
づ
く
叙
述
は
、
初
期

佛
教
を
文
化
史
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
た
１
’
－
－
ク
な
論
考
で
あ
る
。
そ

、
、
、
、
、
、
、
、

の
こ
と
は
、
初
期
の
佛
典
に
み
ら
れ
る
「
種
族
的
起
源
を
も
つ
民
間
信
仰
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
い
は
寺
ハ
ラ
モ
ン
教
的
な
起
源
を
も
つ
信
仰
や
神
話
的
要
素
」
を
、
古

代
イ
ン
ド
文
化
と
い
う
広
い
視
点
か
ら
分
析
し
、
以
て
初
期
佛
教
の
文
化

史
的
背
景
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
著
者
の
問
題
提
起
は
、
従
来
、
イ
ン
ド
文
化
史
解
明
に
大

こ
そ
佛
教
の
萠
芽
の
基
盤
で
あ
っ
た
」
（
前
掲
誌
第
五
七
号
、
七
’
八
頁
）

と
し
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
今
回
の
著
書
「
佛
教

の
起
源
』
は
、
ま
さ
に
著
者
積
年
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
〈
佛
教
が
種
族
社
会

に
起
源
を
も
つ
〉
と
い
う
諭
旨
を
基
調
と
し
て
、
佛
教
の
種
族
的
起
源
の

解
明
に
種
々
の
角
度
か
ら
肉
迫
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

一
一
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き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
ア
リ
ア
ン
文
化
に
対
し
て
、
非
ア
リ
ァ
ン
文
化

の
占
め
る
役
割
と
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
そ
の
こ
と
が
邨
族
文
化
に

大
き
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
世
に
問
う
た
点
に
あ
る
。
そ

れ
故
に
こ
そ
、
著
者
は
、
「
近
代
的
な
意
味
で
の
合
理
主
義
、
知
性
主
義

を
初
期
佛
教
に
求
め
る
の
は
一
概
に
誤
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し

な
が
ら
も
、
「
比
較
宗
教
史
学
の
長
足
の
進
歩
の
結
果
、
神
話
や
伝
説
、

そ
の
他
虚
構
と
思
わ
れ
る
諸
形
態
に
お
い
て
こ
そ
、
か
え
っ
て
歴
史
の
真

実
、
歴
史
の
情
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
「
そ
れ
ら
が
い
か
な
る

歴
史
的
事
実
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
改
め
て
問
う
必
要
が
あ
る
」

（
は
し
が
き
一
三
頁
）
と
力
説
す
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
既
に
，
．
，

・
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
よ
る
業

績
の
中
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
問
題
解
明
は
、
従
来
の
文
献
学
的

な
操
作
の
み
で
は
十
分
に
果
遂
さ
れ
な
い
。
著
者
が
イ
ン
ド
各
地
の
実
地

踏
査
に
よ
っ
て
そ
の
論
旨
を
肉
づ
け
た
こ
と
は
、
読
者
に
対
す
る
説
得
力

を
倍
増
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
原
始
佛
教
を
知
性
主
義
的
、
合

理
主
義
的
に
扱
お
う
と
す
る
場
合
に
、
や
や
も
す
れ
ば
排
除
し
が
ち
な
神

話
、
伝
説
、
思
想
の
來
雑
物
を
改
め
て
問
い
直
そ
う
と
し
た
主
旨
は
、
多

く
の
成
果
を
も
っ
て
本
書
を
実
り
豊
か
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、

本
書
の
問
題
提
起
と
そ
の
解
明
は
、
わ
れ
わ
れ
に
多
大
の
関
心
を
喚
起
さ

せ
る
。
以
下
、
全
六
章
の
中
か
ら
、
そ
の
中
心
課
題
と
著
者
の
解
明
を
辿

っ
て
み
よ
』
フ
。

先
ず
序
説
に
お
い
て
、
釈
迦
族
が
存
在
し
て
い
た
前
五
、
六
世
紀
こ
ろ

を
イ
ン
ド
古
代
社
会
の
変
動
期
と
し
、
当
時
種
族
社
会
は
原
始
共
同
社
会

の
最
高
の
組
繊
形
態
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
共
和
制
国
家
の
基
礎
を
な
す

過
程
で
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
と
把
え
る
。
こ
の
「
種
族
社
会
の
崩
壊
と
い

う
社
会
的
変
革
こ
そ
、
古
代
佛
教
の
教
理
の
形
成
と
原
始
佛
教
教
団
の
出

現
の
土
台
で
あ
る
」
か
ら
、
「
佛
教
成
立
の
客
観
的
具
体
的
な
条
件
を
分

析
す
る
た
め
の
錐
で
あ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
種
族
社
会

と
佛
教
と
の
関
係
と
い
う
設
問
に
関
し
て
、
こ
の
序
章
に
お
い
て
海
外
に

お
け
る
業
績
を
手
際
よ
く
整
理
す
る
。
即
ち
、
先
述
の
Ｒ
・
フ
ィ
ッ
ク
、

Ｔ
・
ｗ
・
リ
ス
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ヅ
、
Ｂ
・
Ｖ
・
バ
ヴ
ァ
ン
ロ
亭
、
国
菖
Ｏ
ミ

ミ
ミ
Ｑ
鳥
ベ
ミ
画
旦
暮
、
胃
ミ
ミ
雲
、
ｇ
鷺
恥
）
、
Ｓ
・
Ａ
・
ダ
ー
ン
ゲ
（
胃
ミ
員
』

、
。
董
萱
曽
曽
烏
９
ミ
ミ
ミ
ミ
吻
量
さ
亀
冒
恥
曽
）
、
Ｗ
・
ル
ー
、
ヘ
ン
や
，
．

Ｄ
・
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
（
特
に
食
物
哲
学
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
）
、
チ
ャ
ヅ
ト
ー

，
ハ
ー
デ
ィ
ャ
ー
ャ
（
特
に
「
ガ
ナ
・
〈
テ
ィ
」
と
「
サ
ン
ガ
と
ニ
ャ
テ
ィ
」
）

等
々
・
そ
の
中
で
、
著
者
は
、
古
代
佛
教
の
社
会
的
経
済
的
基
盤
を
商
工

業
の
発
達
、
都
市
の
出
現
に
求
め
る
立
場
に
対
し
て
、
「
種
族
社
会
こ
そ

佛
教
発
生
の
真
の
母
胎
で
あ
る
」
と
明
言
し
、
「
非
ア
リ
ァ
ン
的
、
な
い

し
反
バ
ラ
モ
ン
的
な
種
族
宗
教
こ
そ
、
佛
教
の
萠
芽
の
基
礎
で
あ
る
」
と

す
る
立
場
を
閲
明
す
る
。

第
一
章
で
は
種
族
制
（
第
一
節
）
種
族
宗
教
（
第
二
節
）
の
二
節
を
設

け
、
第
一
節
で
は
種
族
社
会
な
い
し
氏
族
制
の
社
会
に
関
す
る
問
題
を
提

起
し
、
こ
の
設
問
か
ら
前
五
、
六
世
紀
の
北
イ
ン
ド
地
方
に
お
け
る
諸
国

家
の
形
態
を
、
従
来
「
王
国
」
「
大
国
」
と
呼
称
し
た
こ
と
に
対
し
て
奴

隷
制
国
家
で
あ
る
と
概
念
規
定
を
す
る
。
又
、
「
都
市
国
家
」
に
該
当
す

、
、
、
、

る
語
冒
〕
国
冒
§
は
、
種
族
制
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
一
種
の
民
属
集
団
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で
あ
っ
て
、
独
立
し
た
一
箇
の
国
家
に
移
行
し
て
ゆ
く
過
渡
的
形
態
で
あ

る
こ
と
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
、
佛
陀
時
代
に
お
け
る
政
治
的
国
家
群

昌
昌
旦
騨
匡
四
冒
目
の
出
現
は
、
種
族
制
的
共
和
制
を
破
壊
に
導
き
、
種
族

制
度
は
地
縁
的
に
は
村
落
共
同
体
に
、
階
級
的
に
は
イ
ン
ド
固
有
の
カ
ー

ス
ト
制
度
に
転
落
し
て
い
っ
た
と
把
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
種
族
社
会

（
噌
目
）
、
血
族
体
と
し
て
の
氏
族
（
冒
置
）
、
氏
族
の
系
譜
（
冒
冨
と
目
勗
Ｐ
）
、

ゴ
ー
ト
ラ
、
ジ
ャ
ー
テ
ィ
な
ど
の
重
要
術
語
を
検
討
し
、
こ
の
概
念
規
定

を
サ
ー
キ
ャ
族
に
あ
て
は
め
て
叙
述
す
る
。
か
く
て
、
一
切
衆
生
を
す
べ

て
〈
佛
子
〉
と
み
る
大
乗
佛
教
の
在
り
方
は
、
佛
陀
と
同
族
同
類
の
者
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

血
族
体
に
お
け
る
血
の
紐
帯
が
法
の
紐
帯
Ｉ
法
縁
の
意
識
に
転
化
し
た
と

理
解
し
て
い
る
の
は
、
文
化
史
的
な
把
え
方
と
し
て
注
目
し
た
い
。
第
二

節
で
は
、
佛
教
は
、
氏
族
ま
た
は
種
族
に
固
有
な
宗
教
と
し
て
の
永
い
歴

史
を
有
す
る
こ
と
を
、
過
去
七
佛
、
過
去
十
五
伽
、
過
去
二
十
四
佛
の
伝

承
の
中
で
把
え
る
。
ま
た
、
佛
陀
を
、
種
族
社
会
に
あ
っ
て
生
産
力
を
意

味
す
る
夜
叉
、
ま
た
は
ナ
ー
ガ
（
ｚ
樹
騨
）
と
称
す
る
経
典
の
歴
史
性
、
あ

る
い
は
竜
王
椛
水
、
即
行
七
歩
の
儀
式
も
氏
族
制
社
会
に
お
け
る
宗
教
儀

礼
と
み
る
。
そ
し
て
、
原
始
佛
教
聖
典
に
み
ら
れ
る
食
物
儀
礼
、
食
物
に

関
す
る
タ
ブ
ー
は
種
族
宗
教
の
名
残
り
で
あ
り
、
ト
ー
テ
、
、
、
ズ
ム
に
起
源

す
る
と
し
て
、
原
始
佛
教
に
残
る
ト
ー
テ
ム
氏
族
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

第
一
一
章
は
原
始
佛
教
と
残
存
種
族
（
第
一
節
）
舎
利
八
分
の
種
族
的
意

義
（
第
二
節
）
よ
り
成
る
。
先
ず
第
一
節
で
は
、
佛
陀
時
代
の
諸
種
族
、

即
ち
マ
ッ
ラ
、
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
、
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
、
バ
ヅ
ガ
、
ブ
リ
、
コ
ー

リ
ャ
、
モ
ー
リ
ャ
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
、
カ
ー
ラ
ー
マ
な
ど
の
各
種
族
を
広

汎
な
資
料
を
駆
使
し
て
浮
彫
に
し
、
そ
こ
か
ら
佛
陀
時
代
の
歴
史
的
社
会

的
な
一
般
的
特
徴
を
、
種
族
社
会
と
新
興
国
家
と
の
共
存
す
る
不
均
等
社

会
、
種
族
共
同
体
よ
り
奴
隷
制
的
国
家
へ
の
移
行
と
い
う
形
で
把
握
す
る
。

第
二
節
は
、
舎
利
八
分
を
伝
え
る
梵
・
巴
・
漢
の
諸
資
料
に
み
ら
れ
る
種

族
名
を
整
理
し
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
に
使
者
を
遣
わ
し
て
佛
舎
利
を
受
け
た
の

は
、
サ
ー
キ
ャ
族
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
種
族
民
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に

舎
利
分
配
に
生
じ
た
紛
争
の
調
停
者
が
サ
ー
キ
ャ
族
の
血
縁
種
族
だ
っ
た

コ
ー
リ
ャ
族
の
ド
ー
ナ
で
あ
っ
た
こ
と
を
注
目
す
る
。

さ
て
本
書
の
骨
子
と
な
る
第
三
章
は
、
種
族
法
の
佛
教
的
受
容
（
第
一

節
）
俳
教
と
種
族
的
思
惟
（
第
二
節
）
よ
り
成
り
、
前
者
に
あ
っ
て
は
ヴ

ァ
ッ
ジ
セ
不
退
法
の
条
項
を
詳
細
に
検
討
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は
縁
起
説

と
ゥ
・
〈
’
一
シ
ャ
ヅ
ド
の
食
物
哲
学
を
問
題
に
す
る
中
で
、
縁
起
系
列
中
の

四
食
説
を
と
り
あ
げ
て
著
者
の
問
題
提
起
と
そ
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。

先
ず
第
一
節
で
は
、
釈
尊
が
称
讃
し
た
ヴ
ァ
ッ
ジ
族
の
七
不
退
法
の
原

型
と
し
て
ヴ
ァ
ヅ
ジ
種
族
法
（
く
少
三
‐
目
口
日
日
四
）
を
推
定
し
、
佛
典
中
の

七
不
退
法
所
伝
の
資
料
を
整
理
し
つ
つ
柾
族
の
法
と
佛
教
僧
伽
の
法
と
の

対
比
を
試
み
る
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
、
稚
族
法
と
し
て
の
七
不
退
法
は
、

目
血
縁
集
団
的
集
会
㈲
血
縁
集
団
的
結
合
白
種
族
法
（
族
制
）
の
遵

守
何
婦
女
子
の
貞
潔
ま
た
は
婦
女
子
の
尊
重
㈲
長
老
の
尊
敬
㈹
祖

廟
の
尊
信
㈲
阿
羅
漢
の
保
護
に
関
す
る
不
文
律
を
内
容
と
し
て
い
た
こ

ピ
ナ
ヤ

と
を
指
摘
す
る
。
か
く
て
、
ゞ
ハ
ラ
モ
ン
法
典
と
は
異
質
的
な
律
典
の
特

色
こ
そ
、
佛
教
の
思
想
的
基
盤
が
種
族
社
会
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
叙
述
す
る
。
第
二
節
で
は
、
Ｄ
・
Ｄ
・
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
食
物
哲
学

弓
○
且
‐
亘
昌
○
の
弓
ご
）
に
注
目
し
、
縁
起
説
の
系
列
中
に
み
え
る
四
食
説

の
問
題
を
検
討
す
る
。
特
に
、
論
理
的
認
織
論
的
関
係
に
お
い
て
縁
起
系
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列
を
把
え
が
ち
な
縁
起
の
解
釈
に
疑
念
を
は
さ
み
、
何
故
に
「
四
食
説
が

原
始
佛
教
の
根
本
教
説
ｌ
縁
起
説
ｌ
に
入
っ
て
き
た
か
、
そ
の
起
源
、
意

味
を
間
う
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
著
者
は
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
中

に
食
の
語
の
発
生
契
機
を
模
索
し
、
佛
教
の
食
説
と
比
較
対
照
す
る
と
い

う
方
法
を
と
る
。
そ
の
結
果
陣
自
国
四
と
昌
習
四
の
二
語
に
つ
い
て
比
較

検
討
す
る
中
で
、
縁
起
系
列
中
に
食
（
豐
胃
Ｐ
）
を
数
え
る
の
は
、
佛
教

の
独
創
と
い
う
よ
り
も
古
ウ
パ
’
一
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
食
（
ｐ
ロ
ロ
四
）
に
よ

る
輪
廻
的
発
想
法
に
近
似
点
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
食

に
よ
る
輪
廻
的
な
発
想
法
は
、
食
物
ト
ー
テ
ム
と
い
う
古
代
的
思
惟
の
残

津
と
見
倣
し
う
る
と
理
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
を
起
点
と
す
る
逆
観

縁
起
に
こ
そ
古
い
原
初
的
な
縁
起
形
態
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
大
胆

な
意
見
を
開
陳
し
て
い
る
。

さ
て
文
化
史
的
な
観
点
か
ら
扱
っ
た
後
半
の
三
章
に
お
い
て
、
特
に
重

要
な
問
題
提
起
を
集
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

日
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
と
原
始
佛
教
聖
典
「
相
応
部
経
典
」
と
の
問
に
お

け
る
思
想
の
類
似
性
に
つ
い
て
注
意
す
る
。
特
に
ア
ー
ト
マ
ン
の
光
を
究

極
的
な
人
間
の
光
と
み
る
ウ
・
〈
ニ
シ
ャ
ヅ
ド
の
解
釈
に
対
し
、
相
応
部
で

は
正
覚
者
の
光
こ
そ
最
勝
の
火
で
あ
り
無
上
の
光
で
あ
る
と
す
る
点
に
つ

い
て
、
両
者
の
荷
負
の
関
係
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
共
通
基
盤
と
し
て
の
火
祭

り
に
関
説
す
る
。
そ
し
て
、
原
始
佛
教
聖
典
に
認
め
ら
れ
る
拝
火
儀
礼
に

対
す
る
思
想
的
反
省
は
、
都
市
に
お
い
て
祭
火
を
絶
対
神
聖
視
す
る
バ
ラ

モ
ン
的
な
家
父
長
制
社
会
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
的
動
き
の
中
に
あ

ら
わ
れ
た
も
の
（
二
二
七
頁
）
と
理
解
し
て
い
る
。

㈲
釈
尊
を
マ
ー
ヤ
ー
ヴ
ィ
ン
（
畠
ご
曾
言
）
と
す
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ャ
ー
を
知
る
者
は
ア
ス
ラ
で
あ
っ
た
か
ら
ア
ス
ラ
の
思
想
系
譜
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
る
と
す
る
。
（
以
上
第
四
章
）

目
明
（
ぐ
己
鼠
〕
且
蔵
）
は
光
明
で
無
明
（
闇
黒
）
と
対
比
さ
れ
る
が
、

無
明
は
ま
た
悪
魔
に
職
え
ら
れ
る
か
ら
、
死
魔
を
超
克
し
た
不
死
Ｉ
浬
渠

Ｉ
甘
露
の
門
を
開
い
た
正
覚
者
は
、
悪
魔
の
征
服
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
無
明
と
明
と
に
み
ら
れ
る
比
職
表
現
は
、
佛
教
固
有
で
な
く
て
佛
教
興

起
以
前
か
ら
尋
ハ
ラ
モ
ン
達
に
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
明
に
よ
っ
て
不
死

を
得
る
こ
と
は
、
ブ
ッ
ダ
の
降
魔
神
話
と
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
と
叙
述

す
る
。
な
お
、
密
教
に
お
い
て
く
園
箇
を
「
明
」
に
「
呪
」
を
加
え
て

漢
訳
さ
れ
る
こ
と
へ
の
問
い
か
け
を
、
原
始
宗
教
に
お
け
る
生
と
死
の
問

題
が
死
魔
と
闘
争
と
い
う
呪
的
な
か
た
ち
で
示
さ
れ
、
死
Ｉ
闇
黒
Ｉ
悪
魔

と
い
う
観
念
連
合
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
祭
式
的
な
要
素
と
知
性
主
義
と

、
、
、
、
、
、

の
弁
証
法
的
関
係
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
す
る
。

㈲
過
去
七
佛
の
信
仰
形
成
の
基
盤
に
は
、
イ
ン
ド
・
ア
リ
ァ
ン
文
化
と

非
ア
リ
ア
ン
文
化
と
が
綜
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
、
佛
教

が
サ
ー
キ
ャ
族
中
の
、
と
く
に
ゴ
ー
タ
マ
氏
族
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
土
着

の
氏
族
宗
教
を
革
新
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
証
拠
と
な
る
。
（
以
上
第

五
章
）最
後
に
「
非
ア
リ
ア
ン
文
化
と
佛
教
」
の
第
六
章
で
は
、
初
期
佛
伝
に

断
片
的
に
み
ら
れ
る
ナ
ー
ガ
神
話
に
関
し
、
イ
ン
ド
古
代
史
の
一
断
面
に

照
明
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
ｅ
佛
教
に
お
け
る
ナ
ー
ガ
信
仰
に
先

立
っ
て
種
族
社
会
に
お
け
る
ナ
ー
ガ
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
。
農
耕
種
族
民

の
間
の
信
仰
で
は
、
水
と
ナ
ー
ガ
、
樹
木
と
ナ
ー
ガ
の
組
み
合
せ
が
み
ら

れ
る
こ
と
。
ｅ
種
族
解
体
と
同
時
に
神
格
を
も
っ
た
ナ
ー
ガ
は
没
落
す
る
。
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以
上
の
如
き
構
成
を
も
つ
本
書
は
、
付
説
と
し
て
本
書
に
扱
う
重
要
な

術
語
・
概
念
’
十
六
大
国
、
民
属
集
団
、
サ
ー
キ
ャ
族
、
ト
ー
テ
ム
現

象
等
々
ｌ
に
つ
い
て
註
記
的
に
解
説
し
、
読
者
の
理
解
に
資
し
て
い
る
。

巻
末
に
索
引
と
古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
広
汎
な
参
考
文
献

一
覧
と
イ
ン
ド
古
代
佛
教
史
地
図
を
挿
入
し
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
研
究
者
に
供
し
て
い
る
。

本
文
四
七
六
頁
に
亘
る
本
書
に
盛
ら
れ
た
問
題
提
起
と
そ
の
理
解
は
、

そ
の
一
つ
一
つ
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
だ
け
に
、
評
者
に
と
っ
て
限
ら
れ

た
紙
幅
で
は
そ
の
一
つ
す
ら
十
分
に
検
討
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ

で
は
、
本
書
の
重
要
な
問
題
提
起
と
そ
の
理
解
を
羅
列
し
た
に
過
ぎ
な
い

が
、
何
よ
り
も
先
ず
、
種
族
社
会
と
い
う
わ
が
国
で
は
未
開
拓
の
分
野
に

斧
鋏
を
う
ち
こ
み
、
開
花
さ
せ
た
著
者
に
甚
深
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
た

だ
、
著
者
の
基
本
的
課
題
に
関
連
し
て
、
一
、
二
の
問
題
を
提
起
し
て
こ

の
紹
介
を
終
り
た
い
。

㈲
佛
教
の
起
源
を
種
族
社
会
に
求
め
、
そ
の
た
め
の
科
学
的
操
作
は
本
書
に
よ

っ
て
明
解
に
さ
れ
た
が
、
「
種
族
社
会
は
す
べ
て
解
体
す
ぺ
き
運
命
に
あ
っ
た
。

、
、
、
、
、
、

佛
教
は
人
間
的
な
真
の
自
由
・
平
等
・
慈
悲
が
息
吹
い
て
い
た
種
族
社
会
の
宗

、
、
、
、

教
的
再
建
を
め
ざ
し
」
（
一
○
頁
）
「
種
族
解
体
に
よ
っ
て
そ
の
後
、
再
び
そ

ｅ
封
建
的
な
土
地
支
配
体
制
の
確
立
後
も
、
農
村
村
落
で
は
ナ
ー
ガ
は
水

の
支
配
者
、
雨
降
ら
す
者
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
こ
と
。
か
く
て
、
佛
伝
に

み
え
る
ナ
ー
ガ
は
架
空
の
神
話
的
存
在
で
な
く
、
実
は
古
代
イ
ン
ド
に
お

け
る
農
耕
種
族
共
同
体
の
生
活
が
投
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
結
ぶ
。

四

、
箔
、
、

、
、
、
、
箔
、
、
、
、

の
よ
う
な
社
会
（
種
族
社
会
）
の
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
政
治
的
国
家
の
な
か
に

、
、
、
、
、

根
を
下
し
た
」
（
八
頁
）
と
す
る
諭
旨
は
、
ｅ
種
族
社
会
に
起
源
を
も
つ
佛
教

と
、
ｅ
種
族
・
民
族
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
起
源
を
も
つ
佛
教
を
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

口
共
和
政
体
禽
呂
巴
と
種
族
社
会
宿
四
目
）
と
の
概
念
規
定
（
一
九
頁
）
。

白
社
会
的
経
済
的
基
稚
よ
り
も
種
族
宗
教
に
佛
教
の
起
源
を
求
め
る
立
場
は
、

、
泊
、
、

生
き
た
宗
教
教
団
と
し
て
の
佛
教
に
対
し
て
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

四
四
食
説
の
縁
起
系
列
に
占
め
る
位
置
づ
け
は
十
分
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
、
、
、

縁
起
説
の
胎
生
学
的
考
察
と
論
理
的
考
察
と
い
う
二
つ
の
縁
起
観
が
、
宗
教
と

、
、
、
、
℃

し
て
の
佛
教
に
ど
う
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
か
を
も
、
十
分
に
考
慮
さ
る
・
へ

き
て
あ
る
と
考
え
る
。

田
釈
尊
入
滅
前
、
種
族
民
の
住
む
土
地
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
は
、
釈
尊
が
種
族

出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
な
い
の
み
か
そ
こ
に
佛
教
の
起
源
を
探
る
上
に

多
く
の
暗
示
が
あ
る
（
四
八
○
頁
）
と
す
る
叙
述
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

た
だ
、
佛
教
が
種
族
を
超
え
て
宗
教
と
し
て
イ
ン
ド
に
根
を
下
し
た
、
言
わ
ば

種
族
・
民
族
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
宗
教
的
再
建
の
場
を
も
っ
た
と
す
る
論
旨
と

、
、
兎
、
、

対
応
し
て
、
佛
教
の
始
源
と
い
う
場
合
の
「
佛
教
」
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。

（
白
の
設
問
と
関
連
し
て
）

以
上
、
若
干
の
問
題
点
を
述
べ
た
が
、
本
書
の
出
版
は
ｌ
著
者
が

「
佛
教
の
起
源
序
説
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
ｌ
初
期
佛
教
の
研

究
に
新
し
い
視
点
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
高
く
評
価
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
な
お
、
文
中
の
傍
点
は
す
傘
へ
て
筆

者
の
も
の
で
あ
る
。
（
一
九
七
二
・
十
・
三
）

（
Ａ
５
版
、
本
文
四
八
五
頁
、
附
地
図
一
、
写
真
一
四
葉
、
索
引
・
資
料

八
五
頁
、
序
文
九
頁
・
東
京
（
山
喜
房
佛
書
林
）
昭
和
四
六
（
一
九
七

一
）
年
定
価
七
、
五
○
○
円
。
）
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